
と心掛けています。あとは自分の歌えるメロ

ディを書くということ。楽器を使つて作曲を

していると、自分が歌える範囲以上のメロデ

ィを作つてしまいがちですからね。そして常

にセロニアス・モンクやジョン。コル トレー

ン、アート・ブレイキー&ザ ・ジャズ。メッセ

ンジャーズなど、大好きなプレイヤーヘのリ

スベクトを忘れないようにしています。

Q:レ コーディングは順調でしたか?

高免 :元々2日 に分けてレコーディングする

予定だつたのですが、直前で他のバンドが入

ってしまって、急選 1日で全てを録音するこ

とになつたんです。その上、当日になつてスタ

ジオの隣のビルの立て壊し作業で、壁から騒

音が聞こえ、レコーディング開始が1時間遅

れてしまいました。そういつた意味では時間

との戦いでしたが、素晴らしいミュージシャ

ンと、エンジニアの西村昴洋くん、そして途中

来てくださつたエンジニアの内藤克彦さんの

お陰で無事に録り終えることが出来、終つて

みればあつという間の楽しい、そして独特な

緊張感のあるレコーディングでしたね (笑)。

Q:お 気に入り曲はどれでしょうか?

高免 :難しいですね。少し前にNYの ブルーノ

ートでマッコイ・タイナーのマスター・クラス

があり、参加者の「自分の曲の中でどの曲が

一番好きですか?」という質間に対して、彼

1`.「どの曲も自分の子供達のようなもので、

どの子が一番好きと決めるのは難しい」と言

っていましたが、まさにそんな感じです(笑)。

注目のギタリス ト

Q:と ころで現在のNYの ジャズ・ギター。シ

ーンはいかがですか?

高免 :そうですね。ピーター・バーンスタイン、

ラッセル・マローン、ポール。ボーレンバック、

ジョー・コーン、ジャック・ウィルキンス他の

素晴らしい演奏を頻繁に聴くことが出来ます

ね。他にはシェリル・ベイリー、ベン。モンダ

ー、マイク。モレノ、アダム・ロジャース、ラン

ディ。ナポレオン、ラージュ・ルンド、リオーネ

リレ・ルエケ、ジョナサン・クライスバーグ、ウェ

イン・クランツなどが注目されています。しか

も観るたびに確実にレヴェル。アップしている

のは本当に驚異的です。

Q:高 免さんのお薦めはどなたですか?

高免 :NYを 訪れたときに必ず聴きに行って

欲しいギタリストを2人挙げるとすると、ソ

ロ・ギターの名手ジーン。バートンシーニで

す。彼はタイムズスクエアから少し西に行つ

たところにある“La Madeleine''というレス

トランで、日曜と月曜に演奏しています。し

かもミュージック・チャージはタダなので超

お薦め ! もう1人は僕です (笑)。

Q:活 動の目標や演奏家として大切にしてい

るものは何ですか?

高免 :もつと自分の音楽を聴いてもらえるよ

うに、これまでの活動を続けながらも、場を

徐々に広げて行けたらと思つています。NYだ

けでなく、全米各地のジャズ。フェスティヴァ

ルや、日本でも年2回のベースで演奏出来た

らいいですね。そして音楽家として常に正直

に自分と向き合い、マイベースに努力を続け

ていければ最高です。
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